
　
　
　
旭
川
の
大
き
な
可
能
性
と
は 

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
あ
っ
て
は
、
旭
川
こ

そ
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
。
私
は
、
そ
う

信
じ
て
い
ま
す
。
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
昨
日
ま
で

の
日
常
は
当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
私
た
ち
に
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
、

生
活
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
日
常
の
暮
ら
し
、
働
き
方
、
価
値
観

も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
ま
さ
に
前
例
な

き
時
代
に
お
い
て
、
旭
川
こ
そ
安
全
安
心

に
、
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
の
愛
す
る
ふ
る

さ
と
旭
川
は
、
医
療
福
祉
、
災
害
の
少
な

さ
、
都
市
と
自
然
の
融
合
な
ど
、
様
々
な

魅
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
ま
ち
だ
か
ら
で
す
。

　
私
は
、
ま
ち
の
魅
力
、
市
民
の
想
い
を
、

職
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
「
旭
川
の

力
」
を
一
つ
に
し
、
最
大
限
発
揮
し
て
い

く
こ
と
で
、
旭
川
は
再
び
輝
き
を
取
り
戻

す
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
旭
川
の
未
来
の
扉
を
開
く
た
め
の
各
種

政
策
を
、
皆
様
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　　
市
長
就
任
か
ら
５
か
月 

　
昨
年
９
月
、
旭
川
の
閉
塞
感
と
停
滞
感

の
打
破
を
願
う
多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら

負
託
を
受
け
、
旭
川
市
長
に
当
選
し
て
以

降
、
市
長
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
く
、

市
民
の
皆
様
の
幸
せ
と
明
る
い
未
来
の
実

現
の
た
め
、
ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
様
々
な
困
難
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
、
議
員
の
皆
様
方
に
お
支

え
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
、
時
に
は
全

国
の
皆
様
か
ら
の
後
押
し
を
受
け
、
そ
し

て
、
職
員
の
方
々
の
尽
力
も
あ
り
、
旭
川

　
令
和
４
年
度

「
市
政
方
針
」

特 集

２
月
25
日
に
市
議
会
第
1
回
定
例
会
で
行
っ
た
、
令
和
４
年
度
の
市
政
方
針
演
説
と

教
育
行
政
方
針
演
説
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

が
抱
え
る
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
就
任
か
ら
５
か
月
を
迎
え
ま
し
た
が
、

市
民
の
皆
様
と
の
約
束
で
あ
る
公
約
の
う

ち
、
当
選
後
、
特
に
速
や
か
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
い
た
３
つ
の
公
約
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
「
い
じ

め
問
題
の
真
相
解
明
と
再
発
防
止
」
「
除

排
雪
先
進
都
市
の
実
現
」
に
つ
い
て
、
着

実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
感
染
拡
大
を
防

止
し
、
経
済
活
動
を
維
持
す
る
た
め
、
市

内
中
心
部
に
お
け
る
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、

道
の
第
三
者
認
証
を
取
得
し
、
Ｃ
Ｏ
２
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
た
飲
食
店
へ
の
奨
励
金

支
給
、
予
約
や
接
種
券
が
不
要
な
３
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
確
保
な
ど
、
タ

イ
ム
リ
ー
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
連
日
、
多
く
の
感

染
者
が
確
認
さ
れ
る
中
、
市
の
総
力
を
挙

げ
て
保
健
所
へ
の
職
員
応
援
体
制
を
整
え
、

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
積
極
的

疫
学
調
査
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
国
や
道
と
連
携
し
な
が
ら
、

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
の
円
滑
な
接
種
や
医

療
提
供
体
制
の
確
保
な
ど
、
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
活

動
の
正
常
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
い
じ
め

問
題
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
防
止
等
対
策

委
員
会
、
い
わ
ゆ
る
第
三
者
委
員
会
に
対

し
、
ご
遺
族
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
か
つ
、

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
真
相
解
明
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

　
昨
年
12
月
９
日
、
ご
遺
族
よ
り
、
私
と

教
育
委
員
会
に
対
し
、
第
三
者
委
員
会
に

諮
問
し
て
い
る
４
つ
の
事
項
の
う
ち
「
い

じ
め
の
事
実
関
係
の
調
査
と
検
証
」
に
関

す
る
部
分
だ
け
で
も
２
月
13
日
、
遅
く
と

も
年
度
内
に
報
告
が
実
現
す
る
よ
う
求
め

ら
れ
、
私
も
改
め
て
要
請
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
に
お

い
て
は
、
最
終
報
告
の
期
限
を
調
査
開
始

か
ら
１
年
後
の
本
年
６
月
末
日
と
し
、
前

述
の
報
告
が
行
わ
れ
る
際
、
最
終
報
告
の

め
ど
を
示
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
に
は
、

市
民
の
不
安
を
解
消
し
、
ま
た
市
民
の
生

命
、
身
体
の
安
全
を
守
る
責
務
を
持
つ
市

長
と
し
て
、
真
相
解
明
に
向
け
た
調
査
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
並
行
調
査

の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
旨

を
答
弁
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ご
遺
族

に
寄
り
添
っ
た
真
相
解
明
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。
同
時
に
、
悲
し
い
事
態
を
二
度

と
起
こ
さ
な
い
た
め
、
再
発
防
止
対
策
を

創
り
上
げ
る
こ
と
も
、
私
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
で
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
末
松
信
介
文
部
科
学
大

臣
と
意
見
交
換
を
行
い
、
12
月
に
は
大
津

市
や
岐
阜
市
、
寝
屋
川
市
を
視
察
し
、
他

都
市
の
事
例
か
ら
本
市
の
課
題
も
明
ら
か

に
な
り
、
専
門
の
組
織
体
制
や
本
市
独
自

の
再
発
防
止
対
策
の
必
要
性
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
長
部
局
と
教
育
委
員
会
と
の

連
携
を
強
化
し
、
「
い
じ
め
防
止
条
例（
仮

称
）
」
の
制
定
や
市
長
部
局
に
お
け
る
い

じ
め
・
人
権
に
対
応
す
る
専
門
部
署
の
設

置
検
討
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
体
制
の
構

築
と
再
発
防
止
対
策
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
除
排
雪
先
進
都
市
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
、
既
に
生
活
道
路
の
排
雪
回

数
を
１
回
か
ら
２
回
へ
倍
増
す
る
と
と
も

に
、
北
海
道
開
発
局
の
特
段
の
ご
配
慮
に

よ
り
、
河
川
敷
に
１
５
０
万
㎥
の
雪
堆
積

場
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
昨
年
11
月
に
は
、
北
海
道
市
長
会
と
自

民
党
国
会
議
員
と
の
政
策
懇
談
会
に
お
い

て
、
現
状
や
課
題
、
積
雪
地
に
お
け
る
財

政
措
置
の
必
要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、

国
土
交
通
省
や
防
衛
省
に
対
し
て
は
、
交

付
金
制
度
の
創
設
や
拡
充
に
つ
い
て
要
望

を
行
う
な
ど
、
除
排
雪
に
関
わ
る
新
た
な

財
源
確
保
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
１
月
に
は
北
海
道
開
発
局
・
上
川
総
合

振
興
局
と
本
市
の
３
者
に
よ
る
道
内
初
の

協
定
を
締
結
し
、
国
道
・
道
道
を
管
理
す

る
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
市
幹
線
道

路
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　　
上
川
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　
国
・
道
と
の
連
携
　
　
　
　
　

　
都
市
機
能
が
集
積
す
る
本
市
は
、
北
北

海
道
の
経
済
成
長
を
け
ん
引
す
る
中
核
都

市
と
し
て
、
上
川
管
内
の
み
な
ら
ず
、
道

北
地
域
の
市
町
村
か
ら
大
き
な
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
月
に
は
、
上
川
中

部
圏
の
１
市
８
町
に
お
い
て
「
旭
川
大
雪

圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」
の
調
印
式
を
行

い
、
併
せ
て
首
長
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、

２
０
３
０
年
の
圏
域
の
将
来
像
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成
に
よ
り
、
取

組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
最
大
で
年

２
億
７
千
万
円
程
度
の
交
付
税
措
置
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
今
後
は
、
こ
う
し
た
財

源
を
活
用
し
、
圏
域
の
発
展
を
さ
ら
に
推

進
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
観
光
・
農
業
・
も
の

づ
く
り
産
業
の
振
興
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
へ
の
対
応
、
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
の
確
保
や
社
会
資
本
整
備
に
つ
い

て
、
新
た
に
設
置
す
る
「
旭
川
大
雪
圏
東

京
事
務
所
（
仮
称
）
」
を
活
用
し
、
国
の

政
策
情
報
の
収
集
や
圏
域
の
情
報
発
信
に

加
え
、
地
域
の
実
情
を
迅
速
に
国
へ
届
け

て
い
く
な
ど
、
中
核
都
市
と
し
て
の
自
覚

を
持
ち
、
圏
域
の
課
題
解
決
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
国
が
進
め
る
地
方
創
生
は
、
頑
張
る
地

方
を
国
が
情
報
・
人
材
・
財
政
面
か
ら
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
あ
っ
て
、
国
に
お
い

て
は
、
経
済
や
教
育
、
行
政
な
ど
様
々
な

分
野
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
孤
独
・
孤
立
化
へ
の
対
応
、

女
性
活
躍
の
推
進
、
１
次
産
業
の
振
興
、

さ
ら
に
は
い
じ
め
や
児
童
虐
待
の
防
止
な

ど
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
政
策
を
次
々

と
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
は
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
を
掲
げ
、
太
陽
光

や
雪
氷
冷
熱
と
い
っ
た
地
域
特
性
を
生
か

し
た
、
新
た
な
環
境
政
策
を
推
し
進
め
て

い
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
も
、
国
や
道
の
動
向
を
注

視
し
、
常
に
新
し
い
政
策
情
報
の
収
集
に

努
め
、
国
政
・
道
政
と
連
携
し
な
が
ら
、

先
駆
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

お
も

す
え
ま
つ
し
ん
す
け

す
ず
き
な
お
み
ち
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新型コロナウイルス
感染症対策

感染管理認定看護師資格を持つ、
感染症対策官（仮称）を配置

感染症対策官を配置

いじめ・子ども・
子育て

市長部局への専門部署の設置な
ど、有識者等の意見を踏まえた
「旭川モデル」の構築を検討

いじめ防止体制の整備

活力ある経済対策観光・スポーツ・
コンベンション

１次産業・
ゼロカーボン・環境

除排雪先進都市

市制施行100年

地場産業の国内外への販路開拓
とブランド化を支援

国内外における
戦略的な市場開拓

冬季アクティビティの充実と、
川下りなどのアウトドア観光商
品の開発・販売

大雪エリアの
アクティビティを支援

ＧＰＳガイダンス・自動操舵シ
ステムの導入を支援し、スマー
ト農業を推進

スマート農業・
省力化技術の導入を支援

地域特性を生かした、再生可能
エネルギー設備等の導入費用を
補助

地域エネルギー設備等の
導入を促進

旭川産業創造プラザを活用した、
創業希望者への各段階に応じた
伴走型支援

スタートアップ企業の
伴走支援

同ネットワークの総会やデザイ
ン分野の会議へ出席し、本市の
魅力を世界にＰＲ

ユネスコ創造都市ネット
ワークのさらなる連携

生活道路排雪２回の継続や、除
雪車両へのＧＰＳ試行導入を全
地区に展開

市内幹線道路の
交通ネットワーク機能確保

住民等の支え合いによる、高齢
者等除雪支援に取り組む地域を
拡大

地域の支え合いによる
高齢者等除雪支援体制の拡大

公共交通の利用促進として、６
月～８月のうち４日間、路線バ
スの運賃を無料化

路線バスの
特定の日の無料化を実施

妊娠期から乳幼児期まで切れ目
ない支援を行う施設を、市内中
心部に設置

子育て世代
包括支援センターの設置

いじめ防止条例（仮称）の制定
に向けた取組みを実施

いじめ防止条例の制定

花咲スポーツ公園陸上競技場の
トラック改修や公認プールの設
置に向けた調査を実施

花咲スポーツ公園を改修

雪堆積場の確保や官貸除雪車両
の増強、除雪車両等運転免許取
得助成を拡充

除排雪の体制強化

室内練習場の設置検討やランニ
ング用ウッドチップ舗装の調査
を実施

市内の運動公園を整備

日本代表をはじめとした、各種
スポーツ合宿の誘致等

スポーツ大会・合宿の誘致
８月１日を「旭川市民の日」に
制定し、市有施設の無料開放等
を実施

市民の日の制定

トップセールスによる、ＬＣＣ
（格安航空会社）をはじめとし
た路線誘致活動の実施

ＬＣＣ路線の誘致

新生児への絵本贈呈に加えて、
４か月児健診時に旭川産の木製
品を記念品として贈呈

新生児へ記念品を贈呈

自宅待機者の生活支援や、かか
りつけ医による健康観察体制を
整備

自宅待機者の支援

集団接種会場の定員を増やし、
予約サポートセンターの設置や
高齢者バス送迎付き接種を実施

新型コロナワクチンの
万全な接種体制を構築

スマートウエルネス
シティあさひかわ

困りごとを抱えたり、孤立して
いる市民を取り残さないため、
「地域まるごと支援員」を配置

地域まるごと支援員の配置

ウエルネス（健幸）なまちづくり
を推進するためのプランを準備

スマートウエルネス
あさひかわプラン（仮称）
の策定に着手

市役所改革とワーク・
ライフ・バランスの推進

電子決裁機能を備えた文書管理
システムを導入

文書管理・
電子決裁システムの導入

市制施行100年の節目を記念し
た式典やイベント等の実施

市制施行100年記念事業
の実施

多様なジャンルの音楽に親しむ
ことができる「旭川ミュージッ
クウィーク」を開催

旭川ミュージックウィーク
の開催

窓口の利便性向上のため、デジ
タル技術の活用を推進

市民課・支所窓口の
ＩＣＴ化を推進

ＣＤＯ（最高デジタル責任者）
を配置し、デジタル技術による
業務改善に着手

ＣＤＯの配置と
行政ＤＸの推進

若者と女性活躍、
市民参加

「2030年の旭川」のあるべき姿
をテーマに、市民が分野ごとに
集まって議論

旭川未来会議2030の実施

国と連携したまちづくりを強化
するため、市政補佐官を新たに
配置

市政補佐官の配置

旭川市立大学の令和５年度の開
学に向けた取組みを実施

旭川大学をベースとした
市立大学の設置に向けた
準備

国との連携強化と圏域の魅力発
信を担う旭川大雪圏東京事務所
（仮称）を設置

旭川大雪圏東京事務所の
設置

修学旅行等の来訪者にクーポン
券を配布し、観光需要の回復を
促進

修学旅行者への
クーポン券を配布

令和４年度のまちづくり特集

主な施策

じ ど う そ う だ
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安
心
・
挑
戦
・
変
化
。

　
そ
し
て
、
未
来
へ

　
責
任
を
持
つ
財
政
　
　
　
　
　

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
ま
ず
第
一
に
市
民
の

命
と
健
康
を
守
り
、
そ
の
上
で
、
失
敗
を

恐
れ
ず
挑
戦
し
、
変
化
を
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
「
安
心
・
挑
戦
・
変
化
」

を
テ
ー
マ
に
市
政
を
運
営
し
ま
す
。

　
本
市
に
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
実

感
で
き
る
素
晴
ら
し
い
自
然
を
は
じ
め
、

先
人
の
努
力
に
よ
り
培
わ
れ
た
地
域
資
源

や
歴
史
が
あ
り
、
ま
ち
の
魅
力
と
し
て
多

く
の
人
を
惹
き
つ
け
て
き
ま
し
た
。
前
例

の
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
新
た
な
時
代
を

切
り
拓
き
、
夢
と
希
望
が
持
て
る
ま
ち
へ

と
前
進
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
「
魅
力
」
を
、
旭
川
を
変
え
る
「
力
」

に
つ
な
げ
て
い
く
発

想
と
行
動
が
必
要
で

す
。

　
令
和
４
年
度
は
、

第
８
次
旭
川
市
総
合

計
画
が
目
指
す
都
市

像
の
実
現
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
に
貢
献
す

る
た
め
、
総
合
計
画

の
重
点
テ
ー
マ
で
あ

る
「
こ
ど
も
」
「
し

ご
と
」
「
地
域
」
に

関
す
る
施
策
を
着
実

に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
85
の
公
約
実
現
に
向
け
て
、
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
各
種
施
策
の
実
行
と
同
時
に
、
将
来
に

責
任
を
持
つ
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
本
市
の
財
政
は
、
自
主
財
源
の
割
合
が

低
く
、
地
方
交
付
税
に
依
存
し
た
財
政
構

造
に
あ
る
た
め
、
持
続
可
能
な
市
政
運
営

に
向
け
て
、
経
済
を
立
て
直
し
、
市
税
等

の
自
主
財
源
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ
と
や
、

国
の
政
策
予
算
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、

新
た
な
財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
行
財
政
改
革
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
０
で
は
、
財
政
調
整
基
金
残
高
30

億
円
以
上
の
確
保
を
目
標
と
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
３
年
度
末
の
見
込
み
で
47
億
円

程
度
、
さ
ら
に
令
和
４
年
度
末
で
は
54
億

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な

④
市
民
の
心
を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
術
活

　動
の
充
実

　
旭
川
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
や
、
市

制
施
行
１
０
０
年
に
合
わ
せ
て
、
中
原
悌

二
郎
賞
創
設
50
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

⑤
郷
土
文
化
の
保
存
・
活
用
と
郷
土
愛
の

　育
成

　
図
書
館
や
博
物
館
な
ど
で
、
旭
川
の
ま

ち
の
歩
み
や
暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
に
関

す
る
企
画
展
の
他
、
市
内
の
縄
文
遺
跡
を

テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
民
間
ア

イ
ヌ
文
化
施
設
の
新
館
整
備
に
対
し
支
援

を
行
う
他
、
知
里
幸
恵
氏
没
後
１
０
０
年

を
記
念
す
る
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
優
佳
良
織
に
つ
い
て
は
、
技
術
の
保
存

・
伝
承
に
向
け
た
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　
む
す
び 

　
子
供
た
ち
が
心
身
共
に
た
く
ま
し
く
成

長
し
、
市
民
が
生
き
生
き
と
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
新
し
い
時
代
の

教
育
行
政
を
全
力
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

◎

　
全
文
は
市
　
「
市
政
方
針
」
「
教
育
行

政
方
針
」
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に 

　
旭
川
市
教
育
大
綱
の
基
本
方
針
で
あ
る

「
主
体
的
に
学
び
力
強
く
未
来
を
拓
く
人

づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
、
教
育
行
政

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
基
本
的
な
考
え
方

●
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
第
２
期
旭
川
市
学
校
教
育
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
３
つ
の
重
点
的
な
取
組
み
を
進

め
ま
す
。

①
子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
生
き
抜
く
力
を

　育
む

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
学
び
の
保
障
や
心
の
ケ
ア

に
努
め
ま
す
。

　
確
か
な
学
力
の
育
成
に
向
け
、
小
学
校

に
お
け
る
専
科
教
員
に
よ
る
指
導
の
充
実

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
を
分
析
し
作
成
し
た

「
指
導
の
改
善
策
」
の
周
知
を
図
り
、
授

業
改
善
を
進
め
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
を
推
進
す
る

た
め
、
専
門
的
な
外
部
人
材
に
よ
る
運
用

面
の
支
援
や
教
員
研
修
等
を
行
う
他
、
モ

デ
ル
校
に
よ
る
１
人
１
台
端
末
の
持
ち
帰

り
の
試
行
を
実
施
し
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
調
査
を
進
め
て
い
る
重
大
事
態
の

報
告
や
再
発
防
止
に
向
け
た
提
言
等
を
踏

ま
え
、
「
い
じ
め
防
止
条
例
（
仮
称
）
」

の
制
定
や
旭
川
市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

の
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的

な
い
じ
め
の
認
知
や
迅
速
な
対
処
な
ど
、

い
じ
め
防
止
対
策
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
不
登
校
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
教
員
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
よ
る
教
育

相
談
や
家
庭
訪
問
等
を
充
実
さ
せ
、
未
然

防
止
を
図
り
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
有
す
る
特
別
支

援
教
育
専
門
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、

特
別
支
援
教
育
補
助
指
導
員
を
増
員
し
ま

す
。

②
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
環
境
を
整
え
る

　学
校
施
設
の
安
全
確
保
の
た
め
、
耐
震

化
が
必
要
な
学
校
の
設
計
や
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

　
就
学
援
助
制
度
等
に
よ
り
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
関

係
部
局
と
連
携
し
、
各
種
相
談
窓
口
や
支

援
制
度
の
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
を
と
も
に
育
て
豊
か
な
学

　び
を
つ
く
る

　
地
域
の
理
解
と
協
力
を
得
た
学
校
運
営

に
向
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
教
員
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
研
修
を
計
画
的
か
つ
効

果
的
に
実
施
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
に
つ
い
て
　

　
旭
川
市
社
会
教
育
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

５
つ
の
重
点
的
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

①
市
民
一
人
一
人
の
主
体
的
な
学
び
の
機

　会
の
充
実

　
科
学
館
で
特
別
展
「
恐
竜
ワ
ー
ル
ド
」

を
開
催
し
、
関
係
者
と
連
携
し
て
、
恐
竜

が
い
た
時
代
の
旭
川
の
様
子
を
紹
介
す
る

な
ど
、
魅
力
あ
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま

す
。

②
市
民
の
学
び
を
支
え
る
環
境
の
整
備

　
公
民
館
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
の
整
備
を
進
め
る
他
、
公
民
館
の
位
置

付
け
に
つ
い
て
考
え
方
を
整
理
し
ま
す
。

　
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て
、
整
備
の
方

向
性
を
検
討
し
ま
す
。

③
地
域
に
お
け
る
学
び
の
循
環

　
モ
デ
ル
地
域
に
お
い
て
地
域
学
校
協
働

活
動
の
研
修
会
等
を
実
施
し
、
地
域
の
人

材
や
資
源
の
把
握
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
４
年
度

「
教
育
行
政
方
針
」

ゆ
う
か
ら
お
り

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ

ひ
ら

ひ

が
ら
、
本
市
の
財
政
は
中
核
市
の
中
で
も

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
引
き
続
き
財
政
基

盤
の
強
化
に
向
け
た
取
組
み
を
着
実
に
推

進
し
ま
す
。

　
新
た
な
１
０
０
年
に
向
け
て

　
旭
川
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
明

治
18
年
、
後
に
初
代
北
海
道
庁
長
官
と
な

る
岩
村
通
俊
が
近
文
山
か
ら
上
川
原
野
の

国
見
を
行
い
、
発
展
の
可
能
性
を
見
い
出

し
た
こ
と
で
開
拓
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大

正
11
年
８
月
１
日
に
市
制
が
施
行
さ
れ
て

か
ら
、
本
年
、
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
間
、
先
人
た
ち
は
様
々
な
苦

難
を
乗
り
越
え
て
、
現
在
の
礎
を
築
い
て

き
ま
し
た
。
国
内
に
お
い
て
は
、
第
６
波

と
い
わ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
急
拡
大
し
、
本
市
を
含
む
道
内
全
域

に
お
い
て
も
、
大
変
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
し
た
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
様
は
、
市
民
の

命
と
健
康
、
そ
し
て
生
活
を
守
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
全
力
を
尽

く
さ
れ
て
お
り
、
医
療
現
場
な
ど
に
お
い

て
、
日
々
奮
闘
し
て
い
る
皆
様
に
は
、
心

か
ら
の
尊
敬
と
感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

先
人
た
ち
が
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
歴

史
が
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
、
先
人
た

ち
が
築
き
、
守
り
、
育
て
て
き
た
旭
川
を
、

次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
、
さ
ら
に
前
進

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
最
北
端
の
中
核
市
と
し
て
、
地
域

を
け
ん
引
す
る
新
た
な
価
値
を
創
り
上
げ
、

一
人
一
人
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
旭
川
の

実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆
様
と
力
を
合
わ

せ
な
が
ら
、
前
例
の
な
い
新
た
な
時
代
を

切
り
拓
き
ま
す
。

「
全
て
は
、
市
民
の
た
め
に
。
」

　
結
び
に
際
し
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
市
政
に
対
す
る
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
４
年

度
の
市
政
方
針
と
し
ま
す
。

令和４年度のまちづくり特集

市政方針

教育行政方針
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